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日本SPIコンソーシアム(通称JASPIC)

■JASPIC会員企業一覧（2015年２月現在）
株式会社インテック、株式会社ＳＲＡ、NECソリューションイノベータ株式会社、株式会社ＮＴＴデータ
オムロン株式会社、キヤノンＩＴソリューションズ株式会社、スパンション・イノベイツ株式会社、ソニー株式会社
ダイキン情報システム株式会社、株式会社東芝、株式会社ニコンシステム、パナソニック株式会社、株式会社日
立製作所、株式会社日立ソリューションズ、富士通株式会社、富士フイルムソフトウエア株式会社

■研究員数：約110名

主に様々なソフトウェア開発・評価プロセスの改善（以下、SPI）に関する研究/技術
移転/普及活動/国際交流などを行う事を目的に設立された非営利団体。

■主な活動内容
(1) 会員相互間の技術的・人的交流のための研究会、講演会、セミナー等の開催
(2) 技術情報の収集及び配布
(3) SPIおよびSPA*に関する啓蒙・普及活動となる公開セミナー、ワークショップ、シンポジ
ウム、SPIカンファレンス等の開催

(4) 本会が目的を遂行するために必要な、SPIあるいはソフトウェアに関する各種団体との
交流や支援

(5) CMMIの日本語化に対する支援
(6) SPI及びSPA関連文書の発行

*SPA：Software Process Assessment



SPI Japan
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SPIに関する啓蒙・普及活動の一環として、年1回開催
されるSPI 業界最大のカンファレンス。 本年で13回目

ソフトウェアに関する各メーカーやIT関連各社のSPI事
例などが30-40事例発表され、さまざまなSPIに関する
事例や‘気づき’を持ち帰ることができる。

SPI事例以外にも、基調講演、ワークショップ、パネル＋
少人数ディスカッション、意見交換会などのセッションあり

参加は、ソフトウェア開発、品質保証、プロセス改善推進、
PMOなど直接、間接的にソフトウェア開発に携わる方
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http://www.jaspic.org/

http://www.jaspic.org/


アジャイルの検討状況

プロセス改善活動全般をターゲット

外部向けカンファレンス/セミナーなどでAgile関
連のセッションが多数あり

SPI Japan
毎年、パネルディスカッション、トーク&納得セッション、一般発表
などでAgileに関するセッションや事例

トワイライトフォーラム
年2回のうち、1回前後Agileの事例発表
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トワイライトフォーラム SPI Japan



アジャイルの課題

近年の活動として、プロセス改善活動全般をタ
ーゲットとしているにもかかわらず、体系的な
Agileに対しての活動が存在しない
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研究員のニーズが高まれば(内部の分科会など
の)活動となる可能性はある



今後に向けて
SPI Japan 2015(10/23-25) において、Agileのセッションなども検討予定

4月下旬より一般発表募集を開始予定(詳細はHP掲載予定)

＋ニーズに応じた内部での活動活性化



Thank you!
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